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高齢者医療の円滑な運営のための負担の軽減等について（抄） 
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 新たな高齢者医療制度は、これまでの老人保健制度の問題点を解決すべく、長年に

わたり、多くの関係者が議論を積み重ねた上で、国民皆保険制度を将来にわたり維持

するため、現役世代と高齢者でともに支え合うものとして設けられることとなった。 

 高齢者の方々の医療費を国民全体で分かち合っていく仕組みは、高齢者の方々の医

療を守っていくためにも必要であり、その円滑な運営を図るため、引き続き地方自治

体関係者とも十分連携しながら、制度の趣旨・必要性を懇切丁寧に説明し、ご理解を

いただく努力を重ねていく必要がある。 

 こうした中で、本年４月からの制度の施行状況等を踏まえ、制度の円滑な運営を図るた

め、高齢者の置かれている状況に十分配慮し、次の１から７の通り、きめ細かな措置を早

急に講ずるとともに、地方自治体関係者と十分連携して、さらに広く国民に周知する。 
 
 
 
 

 

３．診療報酬における終末期相談支援料については、当面凍結することを含め、取扱いに

ついて中医協で議論を行い、速やかに必要な措置をとるとともに、検証する。後期高齢者

診療料についても、中医協で速やかに具体的な検証作業に着手する。 
 

 


